
テーマⅠ・Ⅱ複合型 アクティブ・ラーニング＆学修成果の可視化
芝浦工業大学

芝浦工業大学の 取組みと
を利用した学修時間可視化の試み

アクティブ・ラーニング＆アセスメント・オフィス （芝浦工業大学）

教育目標:
「統合的問題解決能力を備えた世界（社会）に貢献できる技術者」育成

本学の教育目的（建学の精神）

社会に学び社会に貢献する技術者の育成

（H22大学改革推進事業「PDCA化とIR体制による教育の質保証」、「社会の諸相を教材とした
実践的就業力育成」、H23「首都圏に立地する大学における産業界のニーズに対応した教育
改善・充実体制整備事業」、
H24「「まちづくり」「ものづくり」を通した人材育成推進事業」）

ＰＤＣＡサイクルにより質と国際通用性が保証された教育
体系の枠組みを構築済み。

産業界の要請

イノベーション創出人材の
育成

大学の方針

工学をアイデンティティと
する積極人材の育成

学長をリーダ－とする教職学協働の組織的教育改革体制

教育目標を達成するための体系的カリキュラムと組織でのＰＤＣＡ

年間の体系的・組織的
な アクティブ・ラーニング

改革

学修成果の可視化と
学生の学修時間の

サイクルによる
保証

教育改革の推進体制
の強化

教職学協働による学修
の質保証

体系的なアクティブ・ラーニングと学修成果の可視化

芝浦工業大学の 取組み を利用した学修時間可視化の試み
芝浦工業大学は、「大学教育再生加速プログラム（ ）」において、
テーマ 「アクティブ・ラーニング」およびテーマ 「学修成果の可視化」の
複合型を実施した。主な取組み概要を以下に記す。
１． 年間の体系的・組織的なアクティブ・ラーニング改革
２．学修成果の可視化と学生の学修時間の サイクルによる保証
３．教育改革の推進体制の強化（教職学協働）

学修成果の可視化と学習時間の
サイクルによる保証

学修成果を可視化するポートフォリオ （ダッシュボード）
「詳細を確認する」ボタンにて詳細なデータを確認可能

学修・教育目標達成のための
カリキュラムの構築

ＰＢＬなどの
基礎力育成
科目

プログラム修了後の、

学生の学修・教育目標の達成度の測定・評価

学修・教育目標の達成
度評価をもとに、

継続的にプログラム
を改善

３つのポリシーの設定
プログラムの学修・教育目標の設定

PDCAサイクル
構築のために
必要な要素

Ｄｏ
Ａct

Ｃheck

評価結果の

プログラム改善
へのフィードバッ
クのメカニズム

カリキュラムマップ
体系的ナンバリング

学修成果とそれを育成す
る科目との対応表

ルーブリックなどの
学修･教育目標
達成度評価手段

Ｐlan 学修･教育目標

•学修成果と学修時間を保証す
るシラバス（基準策定）

・授業外学修時間を保証する学
修マネジメントシステムの導入

• 教職学協働のワー
クショップでの共
有・改善

• ルーブリック
• 学修ポートフォリオ

• ジェネリックスキル評
価試験による到達度
の客観評価と学修行
動調査との相関によ
る可視化

図 1 学修成果の可視化と学修時間を保証するPDCA サイクル

学修成果の可視化と学修時間を保証する サイクル

・授業時間以外で学修をしたら、
その時間をLINEから記録できる。
「入力方法」
・ボタンによる登録
・言葉による登録

・蓄積された学修時間は、
ダッシュボードで可視化できる。

〇ボタンによる登録方法
・授業時間以外で学修をしたら、
ショートカットのボタンから、
学修時間を記録ボタンを押す。
・学修時間を設定して「送信」

〇言葉による登録方法

〇ダッシュボードへのアクセス

〇蓄積された学修記録が
ダッシュボードで可視化

〇行動記録の修正
・Google カレンダーで行動記録の修
正できる。

・修正を行うと、ダッシュボードも修正
される。

・詳細の箇所に何をしたのか書いて
おくと実験・研究ノートのように使える。

１．学修時間の登録

２．学修時間の可視化

例）微分積分の予習を２時間した

行動には以下のいずれかを指定。

（勉強 学習 学修 予習 復習
実験 研究 開発 調査 仕事
会議 バイト 打合わせ）
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